
渋谷区・パリ市六区文化交流特別展

フランス国立貨幣博物館



シャルル大王のデナリウス銅貨 768-775年

セーヌ川をはさんでルーブル美術館に向かい合うフランス国立

造幣局は、パリ市の六区に位置し、フランスのコインやメダルの製

造と管理を行っています。フランス国立貨幣博物館は、1988年に造

幣局の中に開館された貨幣の博物館で現 占代から現代に至るフラ

ンスのコインやメダルを陳列する他に、貨幣制度や技術、流通機構

などの一般の人 の々理解と気偏哉を深めるために創設されました。

フランスの貨幣の始まりは、ギリシャ、ローマのコインの影響を受

けて紀元前のフランスに住んでいたケルト人が製造したコインで

す。その後、フランスが独自の国家を形成してゆき、長い中世の時

代を経るにつれて、多くの貨幣が作られましたが、中でもデナリウ

ス銀貨は中世の時代を通して流通しました。続いて、ルネッサンス

の人文主義、宗教戦争、ブルボン王朝の絶対主義の時代と、様 な々

貨幣が登場してきますが、ルイ14世はルイ金貨を流通させたこと

でも有名です。その後、王政の崩壊とフランス市民革命を経て 11の
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肖像がコインの表から消えていきます。続いて、ナポレオンの帝政

時代、第3共和政を経て現代にいたるまで、様々な芸術家によって

メダルやコインがデザインされるようになりました。

このように、貨幣は、 
‐国の経済力と文化水準をはかる尺度とし

て機能してきましたが、同時に、貨幣に亥1まれた肖像や紋章は、ヨー

ロッパ美術の変遷をも示しています。貨幣は当時の最良の芸術家と

技術者による共同作品iであり、フランス人は二千年の歳月をかけて、

貨幣を芸術作品として高めるべく努力してきたと言えるでしょう。

更に、フランス国立貨幣博物館|まダリ、マチュー、セザールなど

第一線の現代彫刻家のブロンズ作品をも数多く所蔵しています。

本展は、フランス国立貨幣博物館の所蔵品の中から古代から現

代までのフランスを代表する640点のメダルとコインを陳列するほ

か、フランスの現代彫刻家の代表作31点に貨幣関係の歴史資料を

加えて680点あまりの作占11で構成するものです。
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